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　2020 年度の前期授業はコロナ禍の中，オンライン授業で幕を開けた．年が明けて 2021 年度の大阪工業大学の前期

授業は，当初は対面形式で始まったものの，第 5 波による 3 度目の緊急事態宣言発出によって，再びオンライン授業

に移行した．2020 年度はほぼ誰もが経験したことのない中でのオンライン授業だったが，2021 年度は，1 年生は「初

めて」でも教員側は「再び」のオンライン授業になる．なお本学では，BYOD （Bring Your Own Device）によって，全

員ノート PC を所持していることが前提となっていたため，PC 環境についてはあまり心配する必要がなかったのは幸

いだった（もちろんある程度のサポートは必要だったが）．

　筆者は，前期授業期間中では 1 年生の情報リテラシー系授業を担当しているが，2020 年度の経験を経て，学生には

受講環境に関するさまざまなアドバイスを与え，オンライン授業での受講環境や疲労について調査した．詳しくは，情

報教育シンポジウム 2021 での発表を参照いただきたいが 1），特にオンライン配信画面を見つつ，PC 作業を伴うよう

な演習授業の場合は，ノート PC の画面だけでは実質的に半分の画面領域しか使用できない．オンライン授業の快適さ

を向上させるにはこの点の解決が必要と考え，学生には次のように連絡した．

1）外付けモニタは安価なものだと 1 万円前後で購入できる．

2）通常の液晶テレビでも HDMI 端子で接続すれば PC の外付けモニタとして使用できる．

　さて，学生は外部モニタを導入しただろうか．アンケート調査を実施したところ，回答者 161 人中，外付けモニタ

もしくはテレビを使用したと回答したのは 25 人と 15% 程度だった．また，「設置場所や購入費用をまったく考慮しな

いと仮定して欲しいものは」と質問すると，外付けモニタが 23 人，もっと広い机という回答が 37 人という結果となっ

た．新しく外付けモニタを購入するとしても，ノート PC や教科書類，さらにモニタのスペースが必要になってしまう．

そのため，モニタよりもまず広い机が欲しい，という回答になったのではないか．

　現在，後期授業中も筆者の一部担当科目はオンライン授業を継続している．前期に引き続き，外付けモニタの導入を

推奨しているが，何人かはその後購入し「買ってよかった．とても快適です」と感想を送ってきた学生もいた．オンラ

イン授業をどのように快適に受講してもらうか，まだまだ暗中模索，道半ばである．
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